
バスの卵。人工産卵床（左写真）
の底面を拡大。

今回はバスターズ22名がご参加下さいました。当日は曇天で日差しが弱く、風もほとんど吹かず快

適に作業ができました。人工産卵床の見まわりでは、1か所でオオクチバスの卵が認められました。そ

のほか、底面の砂利を払った形跡もいくつかの産卵床で見つかりました。稚魚すくいでは、今回も単

独または数匹の群れが岸際に点在していて、その都度すくい取りました。捕れた稚魚は体長20mmか

ら35mmで、大きな個体と小さな個体の体格差がさらに広がっていました。定置網には、モツゴやタイリ

クバラタナゴ、テナガエビなどが入っていました。また、バス稚魚やブルーギルも捕獲・駆除されました。

1か所の人工産卵床で、バスの卵
が見つかりました。

バス稚魚（左2匹）とモツゴ稚魚。
並べると違いがよくわかります。

かわいらしいナマズの幼魚も捕れ
ました。

どの定置網にも、数匹のテナガエ
ビが入っていました。

巨大なドジョウ。一見、ウナギと見
まちがえるほどでした。


